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全国理美容開業ランキング

レポート ver1

＜調査方法＞
行政からの開業情報をもとに、
Review独自のクレンジングをおこなったデータより算出
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理容・美容開業ランキング
2024年1月〜6月



理美容開業ランキング

理美容開業全国TOP5

1位東京都 2位大阪府 3位愛知県

2024年1月〜6月　全国開業件数 3,838件

2024年1月〜6月に開業した理容美容の都道府県ごとの開業件数を調べました。

理容美容業界の最新動向

■美容所数の増加

■美容師数の増加

■市場規模の回復

これらの動向から、理美容業界は引き続き、

成長傾向にあり、特に都市部での新規開業が

全体の増加を牽引していることがわかります。

特に人口密集エリアでの出店が多くなっています。

これに伴い、理美容業界の新たなトレンドが浮かび上がっています。

では、理容美容業界の新たなトレンドとは、どのようなものでしょうか。

2024年上半期（1月〜6月）の理美容店舗の開業数は全国で 3,838件。

都道府県別開業数では、1位東京都（483件）、2位大阪府（389件）、3位愛知県（255件）、

4位神奈川県（219件）、5位福岡県（191件）がTOP5となりました。

4

4位神奈川県 5位福岡県



地域ごとの開業の特徴

・東京都・大阪府は全国の中心都市として開業数が最多

・愛知県・神奈川県・福岡県などの大都市圏でも安定した開業数

・兵庫県・埼玉県・千葉県（6位〜8位）など、都市圏周辺エリアでも開業が活発

と都心部を中心に開業数が多くなっています。

それでは、そのほかの地域はどのような特徴があるのでしょうか。

理美容開業ランキング

全国47都道府県　理美容開業数順位

5

2024年1月〜6月の全国の理美容開業数ランキングは以下のような結果となりました。



理美容開業ランキング

全国47都道府県　開業数順位
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1.　地域別の動向とトレンド

① 都市部での開業が依然として活発

② サブ都市圏の成長

③ 地方エリアの特徴

① 都市部での開業が依然として活発

東京都、大阪府、愛知県などの 人口密集地 では、新たな美容サロンや理容室の開業が続いて

います。特に 東京都は全国の開業数の約12.6%を占める など、一極集中が進む傾向にあります。

② サブ都市圏の成長

兵庫、埼玉、千葉など、大都市圏に隣接するエリアも開業が多く見受けられます。

住宅地や商業施設の増加とともに、地元密着型の美容サロンの需要が高まっていると言える

でしょう。

③ 地方エリアの特徴

北海道（137件）、沖縄県（59件）など、観光業と連動した開業も見受けられます。

また、長野県（85件）、新潟県（72件） など、地域密着型の美容サロンの需要も安定していると

言えるのではないでしょうか。



理美容開業ランキング

全国47都道府県　開業数順位

7

2.　理容美容業界の最新動向と市場背景

■美容サロンの増加

2024年3月時点で全国の美容所数は 27万4,070件（前年比 +1.5%）となり、

過去最多を更新。

今後の理容美容業界

今後も都市部を中心に、開業数は増加する見込みですが、地方の市場も引き続き安定した成長を

見せると考えられます。

特に、シェアサロンや無人店舗、オンライン予約の活用など、業界のデジタル化が進むことで、開業の

形態も変化していく可能性が高いでしょう。

美容所理容所

■美容師の増加

美容師の登録数は 57万1,810人（前年比 +10,335人）と増加傾向にあります。

■市場規模の回復

2023年度の理美容サロン市場は前年比 +1.0% の 2兆920億円 となり、コロナ前（2019

年度）の水準を超えています。

出典：厚生労働省「令和5年度衛生行政報告例の概況」
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過去5年間の都道府県別開業数比較



過去5年間の都道府県別開業数比較

全国/19年〜23年（コロナ前後）の年別開業数

9

2019年〜2023年の全国の理美容開業数を比較してみました。

コロナ前後で理容美容業界に変化はあるのでしょうか。

※5年間の開業数の合計数が多い順に表記しております。



過去5年間の都道府県別開業数比較

コロナ前後で理容美容業界に変化はあるか？

10

全国の理美容開業数の推移

2019年〜2023年の全国の理美容開業数の推移を比較すると、以下のような変化が見られ

ます。

2019年 7,986件
2020年 8,672件（+686件、+8.6%）
2021年 8,785件（+113件、+1.3%）
2022年 8,570件（-215件、-2.4%）
2023年 7,726件（-844件、-9.8%）

コロナ禍である2020年・2021年は、開業数が増加傾向にありましたが、2022年以降は

減少しています。なぜそのような推移となったのでしょうか。

1.　コロナ禍で開業数が増えた要因　（2020年〜2021年）

2020年〜2021年にかけて、理美容業界の開業数が増加した背景には、以下の要因が考えら

れます。

■独立・フリーランスの増加

コロナ禍の影響でサロンの営業が制限され、大手美容室に所属していた美容師が独立を決意。

その結果、小規模なプライベートサロンやシェアサロンの増加につながりました。

■テナント料の低下

コロナ禍で、商業施設やテナントの空き物件が増加し、賃料が下がったことが新規開業の後押し

となりました。

■感染対策需要の増加

従来の大規模サロンから個人サロンへシフトする流れが強まり、特に1席だけの完全予約制

美容室が人気に。

全国の新規開業数



過去5年間の都道府県別開業数比較

コロナ前後で理容美容業界に変化はあるか？
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２.　2022年以降、開業数が減少した要因

2022年以降、開業数は減少傾向となっています。その要因として、以下のことが考えられます。

■コロナ禍による特需の収束

2020年〜2021年に増えた独立開業の波が一巡し、新規開業の勢いが鈍化。

■物価・賃料の上昇

コロナ後の経済回復に伴い、店舗賃料や設備費用が上昇し、開業コストが増加。

■人手不足・離職の増加

コロナ禍を経て、美容師・理容師の人手不足が深刻化。

特に都市部では求人が厳しくなり、新規開業のハードルが上がりました。

■競争の激化

2020年〜2021年に開業が急増したことで、市場が飽和し、新規参入が難しくなった。

美容師の登録数は増加しているのに、人手不足が深刻化している？

 美容師の登録数は57万1,810人（前年比+10,335人）と増加傾向にありますが、業界全体で

は人手不足が深刻な問題となっています。 

①美容室の増加

②美容業界の離職率の高さ

③有効求人倍率の高さ　といった要因が考えられます。

美容室の増加と高い離職率により、業界全体では

人手不足が続いています。 この問題を解決するため

には、労働環境の改善や離職率の低下が求められます。



過去5年間の都道府県別開業数比較

コロナ禍での都道府県別の変化
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3.　コロナ禍での都道府県別の変化

（1）開業数が多かった都市部（2020年〜2021年）

■東京都・神奈川県・愛知県などでは、2020年の開業数がピークで、2021年には減少して

います。

■福岡・大阪では2021年も増加しており、都市圏の需要が継続していたことが分かります。

（2）2022年以降に開業数が減少したエリア

■東京都・神奈川県・埼玉県などの都市圏で特に減少が顕著です。

これは開業ブームの反動やテナント賃料の高騰などが要因と考えられるでしょう。

どうして東京など都市部での開業数が減っている？

■数としては依然最多だが、前年比では減少傾向。

背景として、

・開業希望者の地方分散

・都心部のテナント賃料回復・高騰

・都市部の競争過多によるリスク回避　などが影響しています。



過去5年間の都道府県別開業数比較

コロナ禍での都道府県別の変化
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■地方の開業数が安定・または微増している県も

例：徳島県（6件→66件）や石川県（66件→90件）など、一部の地域で開業数が増加傾向に

ある地域も見られます。

理由としては、

①Uターン、Iターン開業の広がり

②空きテナント活用支援制度の利用　などが背景にあると考えられます。

　　　　Uターン、Iターン開業（地元で独立したい若手美容師）

・若手美容師やフリーランスが、大都市で経験を積んだ後、地元で独立開業するケースが増加。

・地方では競争が比較的緩やかであり、固定客を掴みやすいという利点もあります。

・自宅の一部や空きテナントを活用し、1人サロン・プライベートサロンとして開業する事例も増

えています。

【地方自治体の後押し】

U/Iターンを促進するため、家賃補助・起業支援金・創業塾などを用意する自治体も増えていま

す。

例：高知県、長野県、島根県などでは、美容業含む創業支援制度が手厚い。

　　　　空きテナント活用支援制度の利用

・地方商店街の空洞化、コロナ禍による閉店増加で空きテナントが急増しました。

各自治体では、空き物件を活用した開業を促進するため、テナント賃料補助や内装費補助制度

を整備。

・美容室は小規模物件でも開業可能であり、駅近や住宅街の空き店舗を再活用しやすい業態で

す。「1人で開業可能」「初期費用を抑えやすい」ため、補助制度との相性も良い。

【実例】

・福岡市「創業チャレンジ補助金」

・長野県「空き店舗等活用支援事業補助金」

・和歌山県「起業家支援型地域活動促進事業」　などといった制度が活用されています。
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過去5年間の都道府県別開業数比較
〜理容所・美容所で違いはあるか？〜



過去5年間の都道府県別開業数比較

全国/19年〜23年（コロナ前後）の理美容業別開業数
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2019年〜2023年の全国の理容所/美容所別で開業数を比較してみました。

コロナ前後で理容美容業界に変化はあるのでしょうか。



過去5年間の都道府県別開業数比較

全国/19年〜23年（コロナ前後）の年別開業数
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美容所と理容所の開業動向比較（2019〜2023年）

■美容所の開業数は2020～2021年にかけて増加し、2022年以降はやや減少しています。

■理容所の開業数は一貫して減少。理容業の新規参入は厳しく、全体に占める割合も低下傾向。

コロナ禍で見ると、美容所は増加し、理容所は一時増加後に減少したということがわかります。

・美容所は拡大・多様化、理容所は縮小・再定義の時代へ

・両業種ともに「地域」「ニーズ」「スタイル」に応じた再構築が求められている

ということが見えてきました。

コロナ禍で美容所は増加し、理容所が減少したのはなぜでしょうか？

その背景には、

■構造的な違い

■働き方の変化

■ニーズの差

など、いくつかの要因があります。

ではその違いを追及していきたいと思います。

開業数の全体傾向



過去5年間の都道府県別開業数比較

コロナ禍で美容所の開業数が増加したのはなぜ？
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　　　　美容所の開業数が増加した理由（2020〜2021年）

コロナの影響で大手美容室が臨時休業・時短営業を設けており、美容師の間では「収入不安」や

「働き方の見直し」が広がりました。

その結果、より自由で安定した働き方を求め、個人開業を選ぶ美容師が急増。

特に、女性美容師によるプライベートサロン（1席・完全予約制）の開業が目立ちました。

　　　　　独立志向・フリーランスの増加

従来は短い初期投資が必要だった美容室開業ですが、

「1席単位で借りられる」「量or売上連動」で始められるといった柔軟な仕組みのシェアサロンの

登場により、開業のハードルが大幅に低下しました。

これにより、フリーランス美容師がリスクを抑えて独立しやすい環境が整い、業務委託型サロン

や面貸しスペースの市場も拡大しています。

　　　　　シェアサロン・サブスク型施設の普及

消費者が「他の客と接触したくない」というニーズから、

「完全予約制・マンツーマン施術・小規模空間」へのニーズが急増しました。

その結果、小規模な個人経営の美容室が求められるようになり、開業を後押ししました。

　　　　　感染対策としての「個室・予約制」ニーズの急増

クラウド予約、キャッシュレス決済、LINE連携、顧客管理ツールなど、美容室運営に必要な業務

の多くがデジタルで視聴できる時代に。

ツールの普及により、少人数経営・一人開業でも店舗運営がしやすくなったことも、開業増加の

一因と考えられます。

　　　　　デジタル化による運営の効率化



過去5年間の都道府県別開業数比較

理容所が減少傾向にあるのはなぜ？
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　　　　理容所が減少傾向に転じた理由

地域密着型の理容室は高齢者の個人経営者や家族経営が中心。コロナ禍をきっかけに廃業や

引退を選ぶオーナーが続出しました。

若手の参入が少なく、後続者が不足しているという問題があります。

　　　　　高齢化と後継者不足

2019年の全国理容所の開業数は987件。

その後、年々減少が続き、2023年には755件まで減少しました。

この5年間で約24％の減少となっており、美容所とは対照的な傾向を示しています。

減少の主な要因とは？

美容学校卒業生のほとんどが美容師免許を選択。

若者の間では「理容＝古い」「美容＝おしゃれ」というイメージが根強く、理容業への先行者が少

ない傾向にあります。

　　　　　若年層の「美容志向」へのシフト

理容所は、顔剃りの独自サービスがある一方、法的な区別営業や保健所の基準などが厳しく、

業態変更が少ないのです。

近年注目される「おしゃれバーバー」や「メンズグルーミング」に変革するには、ブランディング

・内装・設備投資が必要で、ハードルが高く難しいというのも一つの要因でしょう。

　　　　　理容所の業態変革の難しさ

理容所の主なターゲット層である中高年男性の来店頻度が減っています。

一方、美容所は新しい時代に合わせて、カット／カラー／スパ／トリートメントなど多彩な

メニューを展開でき、ニーズを獲得しやすいという一面があります。

　　　　　消費者ニーズの構造変化



R
e

v
ie

w
  

M
a
rk

e
ti

n
g

  
R

e
p

o
rt

全国理美容開業ランキングレポート
ver1 まとめ



コロナで大手サロンが営業を縮小したとき、

多くの美容師たちが「自分らしく働く道」を探しました。

1席だけの予約制サロン。自宅の一部を活用したプライベート空間。

「好きな場所で」「好きな人」「好きなスタイルで」始めました。

そんな価値観に共感し、独立を選ぶ人たちがどんどん現れたのです。

そして、シェアサロンやサブスク型店舗、ITツールによる予約・決済・顧客管理の自動化など、

テクノロジーが現実の選択肢に変えていきました。

全国理美容開業ランキングレポート ver1

全国理美容レポートまとめ

20

― 働き方の多様化と、選ばれるサロンづくりの時代へ ―

「理美容室って、増えているの？」

この問いに、いま一言で回答するのは難しいです。

数字だけ見れば、2020年〜2021年にかけて、美容所の開業数は大幅に増加しています。

　　　　美容室が増えたのは、ただのブームではない

理容所は、地域に根ざした大切な存在である一方、

後継者不足、高齢化、若手不参入といった問題が山積しています。

「顔剃り」の文化や技術が残る中で、理容所は「新しい定義」を必要とする時代なのです。

メンズグルーミング、バーバースタイル、男性専用サロン…

今、価値をアップデートする挑戦が始まっています。

　　　　一方、理容所には変化が求められていることも

今や、サロンはただ「髪を切る場所」ではありません。

それは「リラックスできる場所」であり、「自分を取り戻す時間」でもあり、

時には「その人の人生観を映す空間」にすらなっています。

都市部では、個性を活かした小規模サロンが増え、地方では、地域に根ざし、

お客様に“自分のサロン”と思ってもらえるような存在が支持を集めています。

つまり、選ばれるサロンには“物語”がある。

　　　　どんなサロンが「選ばれる」のか？
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【データ・レポートに関するお問い合わせ】

株式会社Review（リビュー）　広報
担当：五味川
E-mail：gomikawa@re-view.co.jp
TEL：06-7730-9109

理容美容業界は、

「どちらが勝つか」ではなく、「どんな価値を届けるか」が問われる時代へ。

価格と効率を重視するなら、大手・多店舗型サロンが進化を続け、

心の通った関係や丁寧な技術を求めるなら、個人サロンが光ります。

「あなたは、どんなサロンを選びますか？」

「あなたは、どんなサロンを創りますか？」

それぞれの選択が、これからの理容美容業界の形をつくっていきます。

そしてその未来は、きっともっと自由で、もっと多様で、もっとあたたかい場所になるはずです。

誰かの決断が、誰かの働き方が、

この業界の未来を少しずつ動かしていく――

このレポートが、理美容業界に関わるすべての方にとって、少しでもその活性化の一助

となれば幸いです。業界のさらなる発展を願い、お届けいたします。

理容美容業界の未来 ― それは、選択肢が広がる時代


